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議
員　

耐
震
性
が
非
常
に

低
い
旧
中
央
公
民
館
内
に

「
高
校
生
会
」
や
「
青
少

年
セ
ン
タ
ー
」
が
未
だ

残
っ
て
い
る
。
以
前
か
ら

対
策
の
必
要
性
を
訴
え
て

き
た
が
進
展
が
見
え
な

い
。

教
育
次
長　
移
転
先
と
し

て
他
施
設
の
利
用
状
況
調

査
や
移
転
費
用
な
ど
総
合

的
に
判
断
し
対
応
策
を
検

討
中
。
職
員
・
利
用
者
に

は
安
全
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

議
員　

関
係
者
の
安
全
確

保
の
心
構
え
は
大
切
。
し

か
し
、
ま
だ
大
丈
夫
だ
ろ

う
と
い
う
安
易
な
心
理
が

働
い
て
い
な
い
か
。
命
に

係
わ
る
耐
震
問
題
に
つ
い

て
、
責
任
者
で
あ
る
教
育

長
の
考
え
は
。

教
育
長　

安
全
を
最
優
先

に
、年
度
内
に
移
転
す
る
。

議
員　

税
収
減
と
な
っ
て

も
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
（
要
求
）
の
質
を
落
と

す
こ
と
な
く
行
政
運
営
、

改
革
を
進
め
る
に
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
（
市
民
活
動
団
体
）

な
ど
の
協
力
を
得
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。

村
長　
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動

し
て
き
た
市
民
団
体
は
じ

め
多
様
な
機
関
が
、
連
携

し
て
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

で
き
る
よ
う
協
議
会
制
度

を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
「
施
設
か
ら
地

域
・
在
宅
へ
」
と
の
指
針

が
で
て
い
る
が
、
自
宅
と

介
護
施
設
を
一
人
ひ
と
り

に
あ
っ
た
形
で
活
用
す
る

こ
と
で
、
そ
の
方
ら
し
い

生
活
が
送
れ
る
。
在
宅
介

護
に
対
す
る
支
援
の
充
実

と
並
行
し
て
介
護
施
設
の

整
備
も
重
要
と
考
え
る
。

東
海
村
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
待
機
者
数
を
伺

う
。

福
祉
部
長　
平
成
28
年
４

月
現
在
で
１
０
８
名
。
そ

の
う
ち
、
即
時
入
所
希
望

者
が
29
名
、
他
79
名
は
必

要
時
や
１
年
以
内
の
申
込

み
希
望
者
で
あ
る
。

議
員　

２
０
２
５
年
の
介

護
認
定
者
数
は
現
在
の
1.5

倍
と
の
予
測
が
出
て
い
る

が
、
介
護
施
設
が
整
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
選
択
肢

が
増
え
、
介
護
難
民
に
な

る
リ
ス
ク
を
回
避
で
き

る
。
今
後
の
介
護
施
設
の

充
実
に
つ
い
て
の
考
え
方

を
伺
う
。

福
祉
部
長　
第
６
期
高
齢

者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業

で
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
計
画
は
な

い
。
し
か
し
、
支
援
や
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

で
も
、
自
宅
や
住
み
慣
れ

た
地
域
の
施
設
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
介
護

施
設
の
有
無
も
含
め
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
く
。

無会派　新垣　麻依子　議員

光風会　恵利　いつ　議員

問

問

答

答

置き去りにされた
　青少年センター

介護施設の整備予定は

安全性確保のため今年度中に移転

現時点で計画はない

問
　
村
の
今
後
の
財
政
見

通
し
は

答
　
平
成
29
年
度
か
ら
歳

入
不
足
の
見
込
み

青少年センターの危険な出入口

介護施設の整備が望まれる


